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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・本日、溝越　キク様の地域復帰支援検討会　場所：旧デイケア室　時間：16：10～

・3/26（木）千葉学園教員見学実習　青陽館実習：10：30～午前

・3/27（金）青陽館行事「弥生祭り」

・3/27（金）藤村　翔様の青山荘退所時会議　場所：青山荘交流室　時間：15時～
・4/1（水）入社式

・4/20（月）春の会

＜利用者様情報＞
· 野月　利章様～来所時、足を引きずるような形で歩行しており、「デイに来る途中で、

階段で躓いて転んで、膝を打って歩けない」と訴える。外観には僅かに擦り傷のようなものがみられるのみで、熱感や発赤はなく、衣類の汚れもみられない。スタッフ付き添いで当院定期受診をしている。昨日、自宅や母親と何かあったか確認するも、「特に何も」と話している。

· 松川　順子様～本日、濡れた状態のパーカーを着用して通所している。スタッフが、い

つ洗濯したのか、いつ乾かしたのか確認すると、「え…？」と理解出来ていない様子。何度も確認し、昨日洗濯したものをそのまま放置していたことが分かる。パーカーを脱いで干して頂くが、その後、渇かないうちに取り込むことがあり、本人に声かけし、再度干している。

また、青明舎からの情報で、自宅に米が10kg残っていたとのこと。本人に確認すると、「3月によこまちストアで買いました」と話している。レシートは無く、お金も無い為どうやって買ったのか確認するも、首をかしげるのみで詳細不明。

妹様と連絡が取れ次第、入院を進める方向だが、現在も妹様と連絡が取れていない状況。

· 繁名　和恵様～朝のミーティングにて、細越定生様が亡くなった件についてスタッフか

ら利用者に報告。繁名様が表情を硬くしている様子みられたが、「いい人だったね」等と自分の思いを話しているうちに表情和らいでいる。その後、「頭がもやもやするから、痛み止め飲んでもいい？」とスタッフに訴える。気分的なものは、リスパダールを服用するように説明され、リスパダールを服用。その後は表情良く、不調訴えはきかれない。

· 冨田　紀子様～頭重感、ふらつき訴え、デイケアを休みたいと希望している。血圧

115/66mmHg。デイケア欠席。

· 平　康子　様～頭痛を訴えデイケア欠席したいと本人より電話連絡あり。血圧は測定し

ていないとのことで、測定したら再度連絡頂きたいことを伝える。再度連絡あり、血圧148/88mmHg。本日は休みたいとのことで、欠席している。

· 種本　サハ様～先週木曜日にベッドから落ちた痛みが残っていると訴えがあるが、痛み

止め（八戸赤十字病院処方）は服用していないとのこと。痛みがあるのなら服用するように促している。精神科薬は忘れずに服用している。

· 小笠原富治様～昨晩、青風荘帰荘後に下痢があったとのこと。本人は、「コーヒーかお

茶を飲みすぎたかな？」と話す。本日は下痢は止まったとのこと。

· 村上　元道様～昨日、足の痛みを訴えており、幸房の農作業で筋肉痛になったと話され

ている。調理用の買出しを拒否しているが、最終的には買出しに参加しており、重い荷物も持ってきている。

・デイケア利用者様～本日、朝のミーティングにて、細越定生様がお亡くなりになった事を伝えている。時間経過した後に病状や気分変動として現れる利用者がいることも予測される為、言動に注意しながら関わっていく。

＜外来情報＞

· 野月　利章様～デイケアスタッフ同行で受診。足は異常なく、演技的な様子が窺える。

ハップスター処方。また、昨晩・今朝の内服を紛失し、服用していないとのことで、30日分処方。昼は、本日処方分から服用するように説明。また、緑内障の目薬の処方を本人希望。三沢の眼科は、前回行った際に休診で、処方をもらえなかったと話す。その際、母親に、「失明してもいいから我慢しなさいと言われたとのこと。前回と同様の目薬を処方。また、立っていたら目が回ると訴えあり、ストラテラを中止、デパケンR（100）1T　1×朝　追加処方。
· 高柳　和子様～花粉症で内科受診し薬が処方された。今はだいぶ良いと話されている。

· 板橋　利美様～右手がまだ震えるとのこと。タスモリン(1)2T　2×食後　⇒3T　3×食

後に増薬。

· 小林　満　様～週末はいつも飲酒していたが、今週は飲まなかったと話す。4/1（水）

受診予定だったが、甥の面倒をみなくてはならないため、4/4（土）次回受診。10日分処方。

· 成田　早希様～夜間睡眠とれているが、日中眠気があるという。ヒベルナ（5）2T　

1×寝る前　中止。

· 倉橋　生子様～普段は単独で受診しているが、本日は青風荘スタッフ同行で受診。最近

の青風荘での本人の状態（人に怒鳴る、大きい声を出す、疲労を訴え食事当番を行わない等）を報告。人に怒鳴らないように説明。デパケンR（100）1T　1*夕　追加処方。

· 本多　富美様～前回の採血結果、γGT163と高値。飲酒の疑い。

· 磯島　貴広様～前回の採血結果、血糖値182mg/dl、A1c9.4％。グリメピリド（1）2T　

1*夕食直前　追加処方。

· 中村　鶴子様～4月に認知機能の心理検査を行う予定だったが、本人より「現在の状態

だと検査をすると悪くなると思うから延ばしたい」と希望あり。7月に予定変更。

· 川口　尚良様～半年程前から、夜中に目が覚めることがあるとのこと。泌尿器科や当院

に相談したが、気にしなくてもいいと説明されている。本人は「そうですか」と受け止めている。

· 清水　秋男様～朝ぼんやりするため、薬剤調整していたが変わらないとのこと。次の眠

剤調整は1週間様子を見てから行うと説明。

· 平　京子　様～3/18採血にて肝機能が悪い状態。3/23採血結果、肝機能は異常なし。

様子観察としている。4/8次回採血予定。

· 淡路智恵子様～GWデイケアに行かないため、3週間分欲しいと希望あり。4月下旬に

は受診するように説明している。

· 北村　奈美様～担当医と話し合い、毎日デイケアに通うこととしている。他の人と生活

できないようだと入院、周囲とうまくできるように頑張るよう担当医から説明あり。母親から「本人の確認行為がひどい」と訴えがあるが、本人としては「耳の聴こえが悪いから確認しているだけ」という。耳の聴こえが悪いのであれば耳鼻科受診するよう説明している。

・中村　茂　様～3/27（金）入院予定。本人には伝えておらず、妹様と連絡が取れ次第、入院を進めていく。（外来スタッフが連絡をとる）
カンファレンスシート（岩城敏夫様）

実施日：H27年3月25日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：服部・櫻田・松橋

参加者：服部・櫻田・慶長・佐々木・小林・會津・油津・小坂・福田

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	岩城敏夫様
	性別
	男
	年齢
	76
	生年月日
	昭和13年11月22日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	心房細動

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身につける。対人関係を学ぶ。

	本人希望
	階上（実家）で暮らしたい。絵を描き続けたい。100歳まで描きたい。

	家族希望
	今の生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　3回（最終：昭和41年6月～平成13年7月）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成13年7月30日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所

	住居：青風荘


	家族構成


　　　　　　　　　　　保護者・大村キエ様


	利用制度
	精神障害者手帳1級
	障害基礎年金1級
	重度医療、自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載

秋頃、NPOを通じて、滋賀県の美術館に本人の作品を展示することになっている。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	趣味（絵を描く）を楽しみながら生活をする。社会資源利用できて美術館等にも一人で行き鑑賞できるようになる。いずれは、展覧会に絵を出展したい。
	絵を描き続けるために健康な生活を送る。
	①ペースメーカーを装着している為、身体的な不調があればすぐにスタッフに報告する。
	①身体不調や不安感を訴えた際は傾聴し本人の希望にそうように対応して行く。

	
	
	②幻聴がある際にはスタッフと話し合い、幻聴であることを理解するように関わっていく。
	②幻聴・被害的訴えがある際にはスタッフと話し合い、幻聴であることを理解するように関わっていく。

	
	
	③趣味である絵を描く事を続ける。
	③描いた絵をスタッフと一緒に鑑賞して、これからも絵を描き続けられるように評価する


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①ペースメーカーを装着している為、身体的な不調があればすぐにスタッフに報告する。
	· 週に1～2回ペースメーカーのしおりを読んで勉強している。

· 自分で脈拍を測り、「脈が70以上ある」と訴えてくることがある。正常範囲内であること伝えると安心している。

· 本人の絵が展示されることになり、現在は気持ちが満たされているようで、不調訴えは聞かれない。
	不調の訴えは最近聞かれていない。ペースメーカーを装着している為、体調について、継続して観察していく必要がある。計画継続。

	②幻聴がある際にはスタッフと話し合い、幻聴であることを理解するように関わっていく。
	· 幻聴は常にある様子で、時々幻聴に関する話が聞かれている。内容は、家族のことや絵、金銭のことであり、「青風荘のスタッフにお金を盗られそうと聴こえる」と被害的な内容につながることがある。

· 作品が美術館に展示されることに決まってから、精神的に安定している様子。以前聞かれていた被害的な発言はほとんど聞かれなくなっている。
	被害的発言が聞かれる際には、幻聴・妄想に関連していることが多い為、「妄想や幻聴に関連する被害的な訴えがある時には話を傾聴する。また、現実検討をして幻聴であることを理解できるようにする。」に目標を変更する。

	③趣味である絵を描く事を続ける。
	· 絵画を好んで描いており、現在も継続して作業療法の時間に絵を書いている。

· 昨年秋頃、NPOを通じて滋賀県の美術館に出展することになっている。本人は、実際に美術館に行きたかったが、距離が遠い為、行くことは出来ず。スタッフが撮って来た美術館の映像や写真を嬉しそうに眺めている。

· 展覧会に出展できたことで満足している様子で、幻聴や妄想に関する発言が減っている。精神的な満足が、精神面を安定させていると考えられる。
	今後も本人の生きがいを維持するために、絵を描きつづけることを継続して目標とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	趣味（絵を描く）を楽しみながら生活をする。社会資源利用できて美術館等にも一人で行き鑑賞できるようになる。いずれは、展覧会に絵を出展したい。
	絵を描き続けるために健康な生活を送る。
	①ペースメーカーを装着している為、身体的な不調があればすぐにスタッフに報告する。
	①身体不調や不安感を訴えた際は傾聴し本人の希望にそうように対応して行く。

	
	
	②妄想や幻聴がある時にはスタッフに相談して、現実かどうか話し合えるようになる。
	②妄想や幻聴に関連する被害的な訴えがある時には話を傾聴する。また、現実検討をして幻聴であることを理解できるようにする。

	
	
	③趣味である絵を描く事を続ける。
	③描いた絵をスタッフと一緒に鑑賞して、これからも絵を描き続けられるように評価する。


